










要約:新生児集中治療施設においては長期入院例が増加し、ハイリスク児の管理に関して

種々の管理基準やガイドラインの確立が待たれている。本年度の研究においては、後遺症

発症の危険の高いハイリスク児の予防・管理法を検討するための基礎的研究調査を行った。

栄養障害の面から見たハイリスク児管理では、栄養法別乳児期成長曲線の作成を開始し、

極小未熟児の 5 歳までの成長曲線を完成させた。呼吸環境面の管理では、1990 年出生児

における慢性肺疾患の疫学調査を完成させ、肺高血圧スコアの作成に着手した。その他の

種々のハイリスク要因と長期入院例の要因分析、小児病棟利用の検討を行い、さらに退院

後の地域での管理法確立に資するため、人口べースの障害児発生率を小平市で調査した。


